
平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
企 画 環 境 部

事  業  名

< 観光 ・にぎわいづくりの戦略的展開>

京 都 学 生 祭 典 開 催 助 成 費

予  算  額 5 , 5 0 0 千円 新 規 ・継 続 の別 継 続

事 業 内 容
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1 趣   旨

京都の活性化を推進するため、京都に学ぶ学生が力を合わせ、行政、
経済界、府民とも連携 して開催する 「京都の学生文化」や 「学生の熱気
溢れる大学のまち」を全国に発信する 「京都学生祭典」に対して助成す
る。

2 事 業 概 要

(時  期) 平成16年 10月

(会  場) 平安神宮 ・岡崎公園周辺

(主  催) 京都学生祭典実行委員会 (学生組織)

(内  容) 京都三大祭に匹敵するイベン トとして、第 1 回の祭典企

画を軸に新たな工夫を組み入れて拡充し、定着化を図る。

(具体的内容は新たな実行委員会等により今後決定)

(集客 目標) 10万人以上

担当課 ・係名 企画参事 (計画 ・府民参画担当) 課 ・係電話番号 075-4 14-4348

共通 - 2 1



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明
存項 由『夢記均老音ほ

事  業  名 < 観光 ・にぎわいづくりの戦略的展開>

星空の街 。あおぞらの街全国大会開催助成費

予  算  額 5 , 0 0 0 千 円 鋼 ・働 lJ 新規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣旨

丹後 6 町の合併による京丹後市の新生記念事業として開催され

る、第16回 「星空の街 ・あおぞ らの街」全国大会を支援 し、郷上の

豊かな自然環境を活かした地域おこしを推進するとともに、大気

環境保全意識の高揚を図る。

2 、事業概要

開催 日 平成 1 6 年 8 月 2 1 日 (土) ～ 2 2 日 (日)

開催地 京丹後市 (丹後あじわいの郷他)

出席者 高円宮妃殿下御臨席

環境大臣、知事、府議会議長 他300名 (予定)

内 容 大会式典

基調講演

歓迎アトラクション

ワークショップ

体験発表

星空観望会 等

担当課 ・係名 環境管理課 大気係 課 係 電話番号 075-4 14-4713

共通 - 2 2



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
商 工 部

事 業  名
< 観光・にぎわいづくりの戦略的展開> 舞鶴港振興等

舞 鶴 港 貿 易 振 興 費

予  算  額 1 5 , 1 8 8 千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

的

象

等法

目
対
方

1  目 的

京都府北部地域の開発の拠点である舞鶴港の貿易振興を図るた
め、舞鶴港振興会が行う新規航路の開設、既存航路の活性化や貿
易貨物の集荷要請、新規荷主の開拓に向けた舞鶴港振興セミナー

の開催等のポエ トセールス活動を支援する。

2  事業内容

舞鶴港振興会の概要

主要事業

① 既存航路の定期化 ・活性化の推進
② 新規航路の開設 ・推進
③ コンテナ貨物等の集荷活動 ・ポートセールス

(新規荷主開拓に向けた舞鶴港振興セミナーの開催等)
④ 貿易関連中小企業の育成 ・支援
⑤ 対岸諸国との友好 。経済交流の推進 等

設立時期 平成元年 5 月

組織体制

等

長

長

員

△
〓

△
〓
副剛
△
式

京都府知事

舞鶴市長、舞鶴商工会議所会頭
7 4 名

事務局 所在地 : 舞鶴市宇喜多 1105-1 (舞鶴 21ビル内)

職員数 : 4 名

担 当課 ・係名 産業活力支援室 貿易振興チーム 課 ・係直通電話番号 075- 4 14 - 4840

共  通 - 2 3



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
商 工 部

事  業 名
< 観光 ・にぎわいづくりの戦略的展開> 舞鶴港振興等

海 外 ヒゴジ ネ ス 戦 田各 的 展 開 推 進 費

予  算  額 5 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 継   続

事 業 内 容

的

象

等法

目

対

方

1  趣  旨

京都企業の国際 ビジネス展 開において関係の深 い米国及び中国
への効果的 ・具体 的 ・戦略的な海外活動拠点の展開を図る。

2  概  要

拠

点

国米

(西海岸)

国中

(上 海)

趣

　

旨

米国の金融 中心地か らものづ

くり物流 コアヘの活動拠点の

シフ ト

中国の経済 ・金融の中心地、

アジア経済の次世代ハブでの

活動拠点確保

成

果

目
標

①北米航路の誘致開拓
②現地経済情報収集等

①上海コンテナ航路の誘致開拓
②京都企業の対中ビジネスサポ

ート
③京都への企業誘致 ・投資促進
④京都への観光客誘致
⑤現地経済情報収集等

形

態

現地に活動拠点を有する団体への業務委託
拠点活動と連携した誘致活動展開

担当課 ・係名 産業活力支援室 貿易振興チーム 庁内電話番号 075 - 4 14 - 4840

共 通 - 2 4



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
商 工 部

事  業  名
< 観光 P にぎわいづくりの戦略的展開> 舞鶴港振興等

舞 鶴 港 農 産 物 輸 入 開 拓 事 業 費

予 算  額 2 0 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 新   規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  趣  旨

舞鶴港が地理的優位性 を有す るロシアはじめ対岸諸国等か らの

農産物輸入の実現 を図るとともに、舞鶴 一ナホ トカ定期航路開設

への布石 とし、 日本海側農産物輸入拠点を目指すため、既存 くん

蒸倉庫 を農産物輸入 に対応できるよう機能強化 を図る。

2  事業内容

農産物輸入 に対応可能な定温高速 くん蒸機能倉庫 を整備す る。

(総事業費 約 4 0 , 0 0 0 千円)

■欄舞鶴 2 1 の第 2 倉庫 2 号庫 (約 3 0 0 拭 ) を改修

臭化 メテル による高速 くん蒸機能及び定温機能 を付加

フ 整備前

ガ ス 種 類 臭化 メチルガス

く ん 蒸 時 間 3 時間 4 8 時間

定 温 機 能 付加 (10℃ まで冷却 ) 無
小

対 応 品 目 青果物 ・穀物全般

●　
う

ら

ど

ゎ

ん

稲

え

袋詰 め米麦

大豆 ・

等コー ヒー 豆

担当課 ・係名 産業活力支援室 貿易振興チT ム 課 ・係直通電話番号 075-4 14-4840

共 通 - 2 5



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

土木建築部

事 業 名

< 観光 ・にぎわいづく

舞
りの戦略的展開> 舞鶴港振興等

鶴 港 整 備 費

予 算 額 3 , 2 5 0 , 6 4 3 千 円 新規・継続の別 新規建弱

事業内容

1 趣 旨

舞鶴港の船舶の大型化 ・荷役の効率化に対応するため、和田ふ頭及び

接続する臨港道路の整備 を行 うもの。

2 概 要

① 舞鶴港ふ頭整備費         2 2 0 , 7 4 6 千円

和田ふ頭の岸壁整備や埋立造成に要する費用

② 舞鶴港臨港道路整備費     1 , 6 6 2 , 9 5 4 千円

島式ふ頭である和田ふ頭へのアクセス道路の整備に要する費用

③ [特別会計]舞鶴港特別整備費  1 , 3 6 6 , 9 4 3 千円

和田ふ頭内の港湾関連用地の造成に要する費用

担当課 ・係名 港 建 設 係湾 課 課 。係直通電話番号 075-4 14-5304

共通 - 2 6



平 成 1 6 年 度 当初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

総 務 部

事  業  名
< 観光 ・にぎわ いづ く りの戦略的展 開> 京の文化財保存

在上 ギ手 筆掌 ざと 化 聾垂 米斗 禅孔 者洋 電巨 封逢

額算予 1 0 5 , 0 0 0  千 円 新規 ・継続 の別 継   続

ゴ

判

隅
脚
暫

事 業 内 容

府 内の社寺等が所有又 は管理する国 ・府では未指定で、学術上又

は、文化的価値の高い文化資料の保全を図ることを 目的 とする。

これ によ り、歴史的な景観や民俗文化等の地域 資源 を活用 し、地

域 の文化の高揚や地域の活性化 を図 り、併せて こうした支援の活用

によ り、観光需要の拡大や地域振興の促進 を図る。

補助 対象 事業

tl 〕 社 寺等 文化 資料保 全補助 金 (予算 額 9 0 , 0 0 0 千 円)

①  遺跡 ・名勝 ・天然記念物の保全

②  文化資料の構修
美術工芸品の補修、建造物の修理

③  民俗文化 資料の保全

有形の民俗文化資料の保全、無形の民俗文化資料の保全、
無形の民俗文化資料の映像記録等整備

④  文化資料保存施設及び設備の整備

収蔵庫の設置、防災 ・防犯設備の整備又 は保存施設の修理

t2 〕祇 園祭 山鉾懸装 品新調事業費補助金 (予算額 1 5 , 0 0 0 千 円)
祇 園祭 山鉾懸装 品の うち文化財的価値が高 く、大型で貴重な前掛

・胴掛 ・見送 りな どの懸装 品を退役保存するため、その代替 と して
現代の意匠 ・染織技術の粋 を集めた懸装品新調事業 に対 して補助す
る。

・平成 1 6 年度 新調点数      3 点 (予定 )

( 事業費総額 3 7 , 5 0 0 千 円、 補助率 (負担率)  2 / 5 )

担 当課 ・係 名 文 教 課  宗 教 係 課P係直通電話番号 4 1 4 - 4 5 2 2

共 通 - 2 7



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名 < 観光 ・にぎわいづ くりの戦略的展開>  京の文化財保存

東 寺 百 合 文 書 保 存 事 業 費

予  算  額 1 4 , 0 0 0   千円 新規 ・継続の別 継 続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  目  的

総合資 料館 に所蔵す る国宝指定 の東 寺百合 文書及 び 同文書箱 を

適正 に管理 し、後 世 に伝 え るため、新 た に文書 の保存 箱 を作製す る。

2  事業 内容

・作 製 数   桐  箱 (寧笥型) 9 2 箱
・作 製期 間   平成 12年度 ｀ 17年度 (6 箇年 計画 )

3  平成 1 6 年度

1 4 , 0 0 0 千 円

(京都府緑 と文化 の基金 、国庫補助金 を活用 )

4  実   績

平成 1 2 年度製作 箱数 桐製、箪笥型 1 5 箱

平成 1 3 年度製作 箱数 桐 製、寧笥型 1 5 箱

平成 1 4 年度製作箱数 桐 製、箪笥型 1 5 箱

平成 1 5 年度製作 箱数 桐製、箪笥型 1 6 箱

< 参 考> 東寺百合文書の概要

・教王護国寺 (東寺)に伝来した奈良時代から江戸時代初期に至る

約900年間の文書

・第 5 代加賀藩主前田網紀が東寺の史料調査を行い、返却の際、

東寺に寄贈した(1685年)桐箱で保管

・昭和42年、東寺から京都府が買い上げ

・総合資料館において、文書の修理等を行う中で約5,000点に及ぶ

新資料発見

・平成9 年 6 月3 0 日付けで国宝指定

担 当課 ・係名 文 化 芸 術 室  総 務 係 課 ・係直通電話番号 075-4 14-42 17

共 通 ‐- 2 8



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

事 業 名 < 観光 ・にぎわいづ くりの戦略的展開>  京の文化財保存

京の歴史 ・文化デジタル発信事業費

予  算  額 1 6 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継   続

事 業 内 容

的
　
象
　
等法

目
　
対
　
方

√
―

―

―

―
―

ｌ

ｋ

1  目  的

府所蔵の重要文化財等の歴史資料をデジタル化することで、府民

等が気軽に接し利活用できる環境整備を図り、学術振興・生涯学習・

産業利用に資するとともに、京都の文化の良さ、奥深さを全国に向

けて発信する。

2  業務内容

府所蔵の貴重な歴史資料をデジタル画像化 し、イ ンターネ ッ ト等

で発信する。

行 政 文 書 明治期作成の社寺資料等 (重要文化財)

写 真 資 料 明治 ・大正期の京都の街並み ・交通 ・風俗 ・

建物等の古写真

担 当課 ・係 名 文 化 芸 術 室  企 画 係 課 ・係直通電話番号 075-4 14千42 17

共 通 ‐- 2 9



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名 < 観光 ・にぎわいづ くりの戦略的展開>  京の文化財保存

京の貴重資料緊急保存活用事業費

予  算  額 3 , 2 0 0 千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1  目  的

府所蔵の国宝 ・重要文化財等の歴史資料 について、劣化が著 しい

資料や痛みが激 しくなっている資料の保存環境の整備改善を図 り、
|

資料そのものを後世に継承す るとともに、翻刻出版や展示等の利活

用策 を講 じ、貴重な文化資産 を府民に還元する。

2  業務内容

・東寺百合文書の翻 刻 出 版 (第 2 巻)

・府所蔵の国宝 ・重要文化財等の歴史資料を活用 した展覧会及び

公開講座

・滅失のおそれがある近代資料の緊急保存及び活用

(マイ クロフィルムによる閲覧提供等)

担 当課 ・係 名 文 化 芸 術 室 企 画 係 課 ・係直通電話番号 075-4 14-42 17

共 通 十- 3 0



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事  業  名

< 観光・にぎわいづくりの戦略的展開> 京の文化財保存

文 化 財 対 策 費

予  算  額 1 , 2 9 1 , 1 6 4 千円 新規 ・継続の別 継  続

容
　
　
「
―
―
―
―
ジ

内

　

　

的

　

象

　

等

業
　
　
　
　
　
　
　
法

事
　
　
侮
ド
』
ぽ
‐

．Ｗ

◆ 京都府内の文化財を適切に保存し、活用を図る

1 目  的

京都府内の貴重な文化財を適切に保存 ・活用することにより、文化財の後世への継承
を図る。

2  事業内容

事  業  名 内 容 事 業 費

埋蔵文化財発掘調査 農地などの開発事業に伴う発掘調査等
を実施

23,600

恭仁宮跡保存活用調査 発掘調査成果を府民に還元するととも
に、保存 ・活用に向けた遺構調査を実施

5,000

建造物保存修理受託事業 国指定文化財建造物の保存修理事業を
所有者からの委託を受けて実施

1,060,375

目指定文化財補助 国指定文化財所有者が行う保存修理の
負担軽減を図る。

66,000

府指定 ・登録文化財等補助 府指定 ・登録等文化財所有者が行う保
存修理の負担軽減を図る。

52,500

埋蔵文化財発掘調査等補助 開発等に伴う緊急発掘調査や史跡買上
等を行う市町村に対して補助する。

73,890

祗目祭山鉾保存事業費補助 山鉾保存会が行う緊急修理の負担軽減
を図る。

7,499

重要伝統的建造物群保存地区

保存事業費補助

重要伝統的建造物群保存地区保存事業
の負担軽減を図る。

2,300

計 1,291,164

担当課 ・係名

庶  務  係

建造物第 1 係

文化財保護課  建造物第 2 係

管 理 調 査 係

記 念 物 係

課 ・係 電話番号

075-414-5896

075-414-5898

075-414-5900

075-414-5901

075-414-5903

共通- 3 1


